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10 月 の 統 計　

21,866 冊

 開館日数 22

 予約件数 205

 羽地地区ｾﾝﾀｰ貸出冊数
753 冊

 全館貸出冊数

アメリカ情報コーナー上映会 図書館上映会 いきいき健康！音読タイム

 来館者数 10,469

 登録者数

（月） 106

60,052

 

12月

図書館HP 電子図書館HP

《上映作品》

It's a Wonderful Life
（ 素晴らしき哉、人生！） (130 分)

1946年 モノクロ 音声：英語 字幕：日本

語

■ 日時： 12月10日 （日）

 午後 ２ 時 ３０ 分 ～

■ 場所： 中央図書館 地階 AVホール

■ あらすじ：運に見放されながらも、懸命
に幸せな日々を送ってきたジョージ。しかし

クリスマスの日、人生最大のピンチに見舞

われ、とうとう川へ身を投げようと思い詰め

る。そんなジョージの目の前に、200歳に

なっても翼を貰えない二流の老天使クラレン

スが現れる。クラレンスは、死のうとしていた

彼へ「ジョージが生まれてきていない世界」

を見せることにする・・・

《上映作品》 アニメーション

サンタ･カンパニー (65 分)
（クリスマスの秘密）

■ 日時：12月24日 （日）

 午後 ２ 時 ３０ 分 ～

■ 場所： 中央図書館 地階 AVホール

■ あらすじ： ノエルはクリスマスが大嫌い。

両親は離婚し、一緒に住む父親も大忙し。今年

もひとりぼっちか・・・憂うつな気持ちで自宅に

帰ると、なぜかそこは「サンタ・カンパニー」とい

う会社が広がっていた。驚くノエルの目の前を

飛んでいく大勢のサンタたち。 そこで出会った

同年代の子供達を見て、サンタ・カンパニーに

入社することを決める。様々な困難の中でノエ

ルが導き出した働く意味とは！ クリスマスに

まつわるちょっと不思議な秘密の物語。

脳の集中力の向上や口周りの筋肉の活

性化につながる「 音読 」を体験してみま

せんか？技術や声の大きさなどにこだわ

らず、名作や古典・絵本などを一緒に楽し

みましょう！お気軽にご参加ください♪

■ 日時： 12月13日 （水）

午後２時3０分～３時30分
(午後２時15分 開場)

■ 場所： 中央図書館 地階 AVホー

ル

■ 対象： 一般向け （２０名程度）

■ 講師： 古堅 美佐子 氏
 （R5年度 沖縄県子ども読書指導員 名護市担当）

※参加費無料。
当日会場へ直接お越しください。

テキストはこちらで

準備します。

上記期間中、中央図書館・がじまる号・羽地図書室は休館です。

中央図書館及び、羽地図書室は1月4日（木）午後1時から開館いたします。

◇年末年始休館に伴い、Ｗｅｂ予約サービスも停止します。

期間：１２月２８日（木）～１月４日（木） ※１月５日（金）より、再開します。

期間：１２月２８日(木)～１月３日(水)

整理休館日および年末年始休館のお知らせ

資料の返却について

休館中に本を返却される方はブック

ポストをご利用ください

■ 本、雑誌、紙芝居の返却

→壁に備え付けのブックポスト

■ ＣＤ、ＤＶＤ等のＡＶ資料の返却               

→青いブックポスト(中央図書館の

み)

借りている資料の確認方法

① 名護市立図書館のホームページにアクセス

②「本の検索」をクリック

③ マイページの「ログイン」をクリック

④ 利用者番号とパスワードを入力

(マイページを利用したことがない方は、

 新規パスワードを登録してください）

⑤「貸出中一覧」から借りている資料を確認

※貸出期限の確認や、条件を満たしていれ

ば､貸出延長手続きもマイページからできます｡

● 資料の返却方法や借りている資料の確認方法につい

うちなー芝居上映会 『旅はなり』 (75 分)

■ 日時：令和6年 1月10日 （水）

午後 ２ 時 ３０ 分 ～
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日 月 火 水 木 金 土

２ ★おはなし会

あすなろグレース 11:00～11:30

1

★英会話カフェ

羽地小学校 13:30～14:30

認定こども園

★おはなし会

9 ★おりがみ教室(羽地)

全館定期休館日 屋我地ひるぎ学園 風の子保育園 星のしずく保育園 銀のすず保育園 午後2時30分～

3 4 5 6 7 8

久辺小学校 稲田小学校 緑風学園

（やんばる民話の会）

羽地図書室休館 11:00～11:30

　コーナー上映会 中山分校 音読タイム （とんぼの会）

16

★アメリカ情報 全館定期休館日 数久田地区会館 ★いきいき健康！ 伊差川保育園 安和小学校 ★おはなし会

10 11 12 13 14 15

11:00～11:30

羽地図書室休館

午後2時30分～ 真喜屋小学校 午後2時30分～

23

全館定期休館日 名護特別支援学校 認定こども園 ★おはなし会

17 18 19 20 桜野特別支援学校 21  あすなろ東 22

（どんぐりの会）

羽地図書室休館 10:30～12:00 瀬喜田小学校 11:00～11:30

★ブックスタート 許田ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ

30

★図書館上映会 全館定期休館日 聖ルカ保育園 やまびこ久辺保育園 整理休館日

24 25 26 27 28 29

羽地図書室休館

午後2時30分～ 東江地区会館

1月6日

中央図書館 通常開館 ★おはなし会

31 1月1日 1月2日 1月3日 1月4日 1月5日

（図書館スタッフ）

午後1時から開館 11:00～11:30

羽地図書室

羽地図書室では次の特集を行っていま

す。

お気軽に、羽地図書室にお越しください。

● ひとはこ文庫 ： あさのあつこ

 ● 今 月 の 特 集 ： クリスマス

202３ 絵本50選・科学道 2022

   

名護市立図書館カレンダー （休館日・行事・がじまる号巡回スケジュール）

職員オススメの本

羽地図書室（羽地地区センター内）
◇住所 〒905-1144

名護市字仲尾次８２９番地

◇電話 0980-58-1221（代表）

◇開館時間 火曜日～土曜日

11：00～17：00

上記のカレンダーの「★」印は図書館主催の行事です。「★」がついていない場所名は､がじまる号の巡回先です。

羽地図書室でも中央図書館や、がじまる号の

本を返すことができるよ。また、羽地図書室の

本を借りたい場合は、直接借りに行くか、中

央図書館窓口で予約をしてね（お渡しするま

でに時間がかかる場合があります) 

※予約は名護市民のみです。

『異彩を、放て 「ヘラルボニー」が

福祉×アートで世界を変える』

著：松田文登・松田崇弥 出版：新潮社

◆ 児童

・『あける』 （えほん）

はらぺこめがね／著 佼成出版社

・『行ってみたくなる深海の図鑑』

渡部裕美／著 KADOKAWA

◆ 一般

・『やさしくわかる頻用薬』

佐橋幸子／監修 ナツメ社

・『ブラジルからオハヨウ！』

いまいはるみ／著 東京図書出版

◆ 郷土（オキナワの本）

・『熟慮断行 「やんばるはひとつ」』

比嘉鉄也／著 新星出版株式会社

・『小島よしおのボクといっしょに考えよう』

小島よしお／著 朝日新聞出版

年 末 年 始 休 館 日

年 末 年 始 休 館 日

羽地図書室だより 今月の新着本

知的障害のある作家のアート作品をプロ

デュースする『ヘラルボニー』。著者のふた

りは『ヘラルボニー』を立ち上げた双子で、

彼らには重度の知的障害を伴う自閉症の

兄がいる。本作には幼少期からの思い出、

起業の経緯、会社での取り組み等が綴られ

ている。一見軽やかに見える彼らにも様々

な思いや体験・障壁があるのだが、それす

らもチャンスに変えて進む様に、ページを繰

る手が止まらず一晩で読み終えた。

綺麗ごとだ、彼らは特別だ、と思われるか

もしれない（そんなことはないのだが）。しか

し、彼らのような人がいることに、未来は明

るいと感じる。自分が直接行動できなくとも、

関心を持ち反応する人でありたいという思

いを持たせてくれた一冊。(iri)
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